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東京清掃労働組合退職者会機関紙

■
第
７
回
定
期
総
会

　

昨
年
か
ら
定
期
総
会
を
５
月
開

催
に
し
ま
し
た
。
今
年
の
総
会
は

５
月
22
日
に
清
掃
会
館
地
下
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
す
。
参
加
の
案
内

は
４
月
初
め
に
送
り
ま
す
。

　

総
会
議
案
は
、
①
活
動
方
針
、

②
規
約
改
正
、
③
旅
費
支
給
基
準

改
正
、
④
会
計
予
算
、
⑤
会
費
改

定
を
予
定
し
て
お
り
、
今
回
の
幹

事
会
で
規
約
改
正
案
と
旅
費
基
準

改
正
案
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の

他
の
議
案
は
４
月
の
幹
事
会
に
提

案
し
ま
す
。

■
規
約
改
正
案

　

規
約
改
正
の
目
的
は
、
①
遺
族

会
員
制
度
の
導
入
、
②
副
会
長
定

数
の
変
更
で
す
。

(1)
遺
族
会
員
制
度

　

自
治
退
「
安

心
総
合
共
済
」

組
み
を
導
入
し
ま
す
。

■
旅
費
基
準
改
正
案

　

旅
費
支
給
基
準
改
正
の
目
的
は
、

①
新
規
導
入
す
る
遺
族
会
員
に
適

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
②

都
庁
退
が
行
動
費
２
千
円
の
上
限

を
超
え
て
交
通
費
が
か
か
る
ケ
ー

ス
に
対
応
で
き
る
規
定
に
改
正
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
交
通
費
の
実

費
額
が
２
千
円
を
超
え
る
ケ
ー
ス

の
例
外
規
定
を
設
け
る
こ
と
、
③

現
行
基
準
の
矛
盾
の
解
消
（
金
額

の
増
加
は
伴
わ
な
い
）
で
す
。

■
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク

　

幹
事
会
で
実
施
概
要
を
確
認
し
、

幹
事
会
後
に
開
催
し
た
企
画
部
会

で
２
面
に
掲
載
し
た
実
施
案
を
決

め
ま
し
た
。

■
会
員
の
「
近
況
」
集

　

今
年
は
例
年
と
違
っ
て
「
設
問
」

を
設
け
て
近
況
を
報
告
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
近
況
報
告
集
は
３

月
初
め
に
発
行
し
ま
す
。

５
月
22
日
に
定
期
総
会

▼
規
約
改
正
と
旅
費
支
給
基
準
改
正
案
を

定
期
総
会
の
議
案
と
し
て
提
案

３
月
６
日
（
木
）
演
芸
を
楽
し
む
会

３
月
15
日
（
土
）
脱
原
発
キ
ャ
ラ
バ

ン
行
動
と
日
比
谷
大
集
会

４
月
８
日
（
火
）
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク

５
月
１
日
（
木
）
日
比
谷
メ
ー
デ
ー

５
月
22
日
（
木
）
第
７
回
定
期
総
会

当面の主な行事

　

退
職
者
会
運
動
の

領
域
が
拡
大
し
活
動

内
容
が
多
岐
に
亘
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る

最
近
の
状
況
を
踏
ま

え
、
三
役
構
成
員
の

増
強
の
た
め
、
副
会

長
を
増
員
で
き
る
仕

　

２
月
20
日
に
第
４
回
幹
事
会
を
開
催
し
、
①
第

７
回
定
期
総
会
の
日
程
、
②
定
期
総
会
議
案
の
取

扱
い
、
③
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
取
扱
い
、
④

会
員
「
近
況
集
」
発
行
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

修善寺寒桜

の
「
夫
婦
型
」
に
加
入
し
て
い
る

会
員
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
会
員

の
配
偶
者
が
継
続
し
て
共
済
に
加

入
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
亡

く
な
っ
た
会
員
の
配
偶
者
を
対
象

と
す
る
「
遺
族
会
員
」
制
度
を
新

設
し
ま
す
。「
遺
族
会
員
」
の
会
費

は
年
額
千
円
と
し
ま
す
。

(2)
副
会
長
定
数
変
更
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今
春
の
「
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク
」

は
「
旧
芝
離
宮
恩
賜
庭
園
～
浜
離

宮
恩
賜
庭
園
～
隅
田
川
ク
ル
ー
ズ
」

で
す
。
大
名
屋
敷
庭
園
の
特
徴
を

色
濃
く
残
す
芝
離
宮
庭
園
と
、
徳

川
将
軍
家
ゆ
か
り
の
名
園
・
浜
離

お花見ウォーク案内

●日　時　４月８日（火）
●集　合　ＪＲ京浜東北線「浜松町」

駅北口に午前 10 時集合
●コース　旧芝離宮恩賜庭園～浜離宮

恩賜庭園～隅田川クルーズ
～浅草（解散）

●昼　食　浜離宮庭園内にて昼食。
弁当と飲物は各自ご用意く
ださい。（園内はアルコール禁止）

●参加費　無料（入園料と水上バス乗
船料は会で負担。）

●申込み　３月 20 日までに申し込ん
でください。

の
お
昼
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　

隅
田
川
ク
ル
ー
ズ
後
、
浅
草
で

下
船
し
た
ら
解
散
。
神
谷
バ
ー
は

火
曜
定
休
で
す
が
、
浅
草
も
楽
し

め
ま
す
。
友
人
・
知
人
や
ご
家
族

を
お
誘
い
の
上
参
加
く
だ
さ
い
。

宮
庭
園
を
散
策

し
、
隅
田
川
ク

ル
ー
ズ
と
洒
落

こ
も
う
と
い
う

趣
向
で
す
。

　

４
月
８
日
は

華
や
か
さ
で
は

染
井
吉
野
を
し

の
ぐ
サ
ト
ザ
ク

ラ
が
咲
き
始
め

る
時
期
か
と
思

い
ま
す
。
浜
離

宮
庭
園
内
で
花

を
愛
で
な
が
ら

後
楽
園
涵
徳
亭
で
新
春
の
集
い
。
来
賓

含
め
31
名
参
加
。　

▼
２
月
１
日
、
労

働
行
政
退
職
者
会
の
新
春
の
集
い
が

東
京
理
科
大
・
理
窓
会
館
で
開
催
さ

れ
、
庄
司
事
務
局
長
が
参
加
。
交
流
を

深
め
ま
し
た
。　

▼
２
月
６
日
、
福
祉

保
健
局
退
職
者
会
の
新
春
の
集
い
が

小
石
川
後
楽
園
涵
徳
亭
で
開
催
さ
れ
、

戸
張
副
会
長
が
参
加
。
交
流
を
深
め
ま

し
た
。　

▼
２
月
14
日
に
旧
陸
軍
登

戸
研
究
所
資
料
館
見
学
会
。
大
雪
の

中
10
名
参
加
。
会
の
模
様
は
別
記
報

告
の
と
お
り
。
参
加
で
き
な
か
っ
た

会
員
か
ら
再
度
開
催
の
要
望
も
出
て

い
ま
す
。　

▼
２
月
20
日
に
第
９
回

三
役
会
、
幹
事
会
議
案
を
検
討
。
三

役
全
員
参
加
。
同
日
、第
４
回
幹
事
会
。

総
会
日
程
や
総
会
議
案
の
取
扱
い
な

＊
１
月
16
日
の
第
８
回

三
役
会
以
降
２
月
20
日

の
第
４
回
幹
事
会
ま
で

▼
１
月
16
日
、
東
京
清

掃
旗
開
き
が
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ

ン
ト
で
開
催
さ
れ
、
三

役
等
７
名
で
参
加
。　

▼
１
月
25
日
に
小
石
川

退職者会
活動日誌

確定申告は３月17日まで
医療費控除等を活用しましょう

　今年も所得税の確定申告の時期になりまし
た。年金収入が 400 万円以下で他所得が 20
万円以下なら申告不要ですが、所得控除を活
用すれば税金が戻ってきます。所得控除のう
ち多分大きな部分を占めるのは医療費控除で
はないかと思います。確定申告してますか？
◆医療費控除の計算式
＊ 13年度中に支払った医療費総額−保険
金等−所得額の５％（10万円上限）

＊医療費控除は最高 200 万円まで
◆医療費控除の対象
　入院の部屋代・食事代、補装具や義歯、
寝たきりの人のおむつ代、通院に必要なタ
クシー代、売薬代金も対象になります。

◆申告の必要書類
＊医療費の領収書（提出又は提示が必要）。
市町村の国保から送られる「医療費の
お知らせ」は証明書類にはなりません。

＊保存していない方は来年の申告用に今か
ら保存しておきましょう。

ど
を
確
認
。
幹
事
13
名

参
加
。　

▼
事
務
局
会

議
・
事
務
業
務
は
５
回
。

行
事
企
画
、
機
関
紙
・

定
例
連
絡
等
送
付
、
新

春
の
集
い
準
備
、
組
織

強
化
対
策
等
に
対
応
。

４
月
８
日

お
花
見
ウ
ォ
ー
ク

旧
芝
離
宮
庭
園
～
浜
離
宮

庭
園
～
隅
田
川
ク
ル
ー
ズ

旧芝離宮庭園

浜離宮庭園

吾妻橋付近より
スカイツリー
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厚
生
労
働
省
は
２
月
12
日
、
介
護

と
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
見

直
す
「
医
療
・
介
護
総
合
推
進
法
案
」

を
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
関
係
法

案
（
地
域
介
護
施
設
整
備
促
進
法
・

医
療
法
・
介
護
保
険
法
等
）
を
一
括

改
正
す
る
と
い
う
も
の
で
、
主
要
な

改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
地
域
介
護
施
設
整
備
促
進
法

　

医
療
提
供
体
制
の
整
備
に
向
け
、

都
道
府
県
に
904
億
円
の
基
金
を
設
け

て
病
床
機
能
の
分
化
や
在
宅
医
療
・

介
護
の
充
実
を
図
る
。
国
と
都
道
府

県
の
負
担
割
合
は
２
対
１
。

▼
医
療
法

　

医
療
機
関
に
よ
る
病
床
機
能
の
都

道
府
県
へ
の
報
告
制
度
を
導
入
し
、

都
道
府
県
が
「
地
域
医
療
構
想
（
地

域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
）」
を
策
定
、
域

内
の
ベ
ッ
ド
の
必
要
量
等
を
盛
り
込

み
医
療
提
供
体
制
を
効
率
化
す
る
。

▼
介
護
保
険
法

(1)
地
域
支
援
事
業
の
見
直
し
＝
①
要

支
援
者
を
対
象
と
す
る
予
防
給
付
の

う
ち
、
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
を
17

年
度
末
ま
で
に
市
町
村
に
よ
る
地
域

支
援
事
業
に
移
す
。
②
在
宅
医
療
と

介
護
の
連
携
、
認
知
症
の
初
期
集
中

支
援
も
同
事
業
に
加
え
る
。

(2)
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
規
入

所
は
、
原
則
要
介
護
３
以
上
に
限
定
。

(3)
利
用
者
負
担
の
見
直
し
＝
年
金
収

入
280
万
円
以
上
の
人
は
、
現
行
の
１

割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
る
。

(4)
施
設
入
所
者
の
う
ち
預
貯
金
が

自
治
体
に
責
任
転
嫁
す
る
厚
労
省
案

高
齢
者
が
安
心
し
て
地
域
・
在
宅
で
暮
し
続
け
る
こ
と
を

支
え
る
介
護
保
険
制
度
・
福
祉
施
策
の
確
立
を
目
指
し
て

(2)
厚
労
省
は
、「
地
域
事
業
へ
の
移
行

後
も
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
を
保
障
」

と
説
明
す
る
が
、
規
制
緩
和
に
よ
り

報
酬
設
定
も
自
由
化
さ
れ
、
従
来
通

り
の
サ
ー
ビ
ス
の
保
障
は
困
難
。

(3)
住
民
互
助
組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

自
治
体
退
職
者
会
（
自
治
退
）
は
、

法
案
の
基
を
な
し
た
社
会
保
障
制
度

改
革
国
民
会
議
や
社
会
保
障
審
議
会

介
護
保
険
部
会
の
制
度
見
直
し
論
議

に
対
し
、次
の
考
え
方
を
示
し
て
「
介

護
保
険
か
ら
の
要
支
援
者
除
外
、
地

域
支
援
事
業
へ
の
移
行
に
反
対
」
し
、

制
度
の
拡
充
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

(1)
要
支
援
者
へ
の
予
防
給
付
は
、
重

度
化
防
止
の
観
点
か
ら
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。
予
防
給
付
を
保
険
給

付
か
ら
除
外
し
て
も
財
政
効
果
は
薄

く
、
軽
度
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨

て
で
将
来
的
に
重
度
化
が
進
み
、
財

政
負
担
は
逆
に
一
層
過
重
に
な
る
。

１
千
万
円
以
上
あ

る
人
は
補
足
給
付

等
の
活
用
に
よ
る
多
様
な
生
活
支
援

事
業
の
展
開
に
異
論
は
な
い
が
、
地

域
の
条
件
に
よ
っ
て
水
準
に
格
差
が

生
じ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

(4)
特
養
入
所
の
「
中
重
度
限
定
」
の

前
提
条
件
は
、
在
宅
で
の
医
療
・
介

護
体
制
の
整
備
・
拡
充
が
必
要
。
特

養
入
所
希
望
増
大
は
在
宅
介
護
・
看

護
へ
の
不
安
が
要
因
。
特
養
へ
の
入

口
を
塞
ぐ
前
に
、
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
基
盤
の
整
備
が
必
要
。
ま

た
、
低
所
得
・
要
援
護
高
齢
者
等
へ

の
居
住
支
援
が
極
め
て
脆
弱
な
た
め

貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
が
跋
扈
し
て
い
る
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
居
住

の
場
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
。

(5)
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
負
担
率
引
き

上
げ
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
抑
制
に
つ

な
が
り
、
結
果
と
し
て
重
度
化
す
る
。

(6)
介
護
労
働
者
の
雇
用
・
労
働
条
件

改
善
に
向
け
、
報
酬
改
定
と
介
護
労

働
者
の
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
施
策

の
実
現
は
、
安
定
的
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
に
と
り
不
可
欠
な
条
件
。

　
「
在
宅
ケ
ア
体
制
の
強
化
」
は
市
町

村
の
権
限
の
増
大
を
伴
い
ま
す
。
現

状
で
も
介
護
保
険
事
業
の
地
域
格
差

が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
ま
す
ま
す

市
町
村
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
退
職
者
連
合
は
地
公
退

の
働
き
か
け
等
を
受
け
て
「
地
域
生

活
を
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
実
現

を
め
ざ
す
」
自
治
体
要
請
行
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
取
組
み
は
、
今

後
の
報
酬
改
定
や
自
治
体
の
介
護
事

業
計
画
策
定
期
ま
で
続
く
連
続
的
な

取
組
み
で
す
。
私
た
ち
も
積
極
的
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
実
現
へ
自
治
体
交
渉

介
護
保
険
か
ら
要
支
援
除
外
に
反
対

（
食
費
・
居
住
費
補
助
）
の
対
象
外
に
。

　
「
医
療
・
介
護
総
合
推
進
法
案
」
は
、

地
域
で
医
療
と
介
護
を
一
体
的
に
対

応
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
構
築
」

の
考
え
方
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
給

付
抑
制
と
負
担
増
が
中
心
と
な
っ
て

お
り
、
実
質
は
自
治
体
に
財
政
支
出

抑
制
を
強
要
す
る
自
治
体
へ
の
責
任

転
嫁
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
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今
年
２
度
目
の
大
雪
に
な
っ
た

２
月
14
日
、
明
治
大
学
登
戸
研
究

所
資
料
館
（
小
田
急
線
「
生
田
」

駅
か
ら
15
分
）
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

大
雪
の
天
気
予
報
に
、
前
日
か

ら
悩
み
ま
し
た
が
、「
無
理
し
な
い

よ
う
」
伝
え
た
上
で
実
施
に
踏
み

切
り
、
準
会
員
を
含
め
10
名
が
参

加
。無
謀
な
戦
争
へ
突
き
進
む
き
っ

か
け
を
つ
く
っ
た
２
・
26
事
件
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
大
雪
が
、
見
学

会
を
感
慨
深
い
も
の
に
し
ま
し
た
。

　

登
戸
研
究
所
は
、
防
諜
・
諜
報
・

旧陸軍登戸研究所資料館の展示室

熱心に説明していた
だいた資料館の担当

⇦

巨大な動物慰霊碑

開
発
を
目
的
と
す
る
総
員
千
人
を

超
す
大
規
模
な
施
設
で
あ
り
な
が

ら
秘
密
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
、
ま

さ
に
特
定
秘
密
保
護
法
の
世
界
が

そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。
資
料
館
に

は
風
船
爆
弾
、
生
物
兵
器
・
毒
物

兵
器
・
ス
パ
イ
機
材
、
偽
札
製
造
、

本
土
決
戦
体
制
構
築
な
ど
に
関
す

る
展
示
が
あ
り
、
現
在
も
存
続
す

る
大
企
業
が
研
究
に
全
面
協
力
し

た
様
子
も
伺
え
ま
し
た
。

　

登
戸
研
究
所
は
、
戦
争
の
恐
ろ

し
さ
と
愚
か
さ
を
後
世
に
語
り
継

ぐ
貴
重
な
戦
争
遺
跡
で
す
。
今
回

参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
の
み
な

さ
ん
も
、
機
会
を
設
け
て
見
学
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

狭
山
事
件
は
発
生
か
ら
51
年
目
に
な
り

ま
す
。
２
月
25
日
、「
再
審
を
求
め
る
東

京
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
退
職
者
会
か
ら

準
会
員
を
含
め
４
名
参
加
し
ま
し
た
。

　

自
治
労
都
本
部
政
治
共
闘
部
長
に
な
っ

た
東
京
清
掃
桐
田
書
記
次
長
の
司
会
で
始

ま
り
、
４
年
半
に
お
よ
ぶ
三
者
協
議
（
裁

判
所
・
検
察
・
弁
護
団
）
に
よ
り
検
察
が

渋
々
開
示
し
た
証
拠
か
ら
み
て
石
川
さ
ん

の
無
罪
は
明
ら
か
な
こ
と
、
し
か
し
、
安

倍
政
権
に
な
っ
て
名
張
葡
萄
酒
事
件
に
反

動
判
決
が
出
て
い
る
状
況
を
警
戒
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
300
名
近
い
参
加
者
の
総
意
で
、

一
日
も
早
く
再
審
の
扉
を
開
き
、
石
川
さ

ん
の
完
全
無
罪
を
か
ち
と
る
た
め
に
闘
う

決
意
を
確
認
し
ま
し
た
。

狭
山
事
件
の

再
審
開
始
と

石
川
さ
ん
の

完
全
無
実
を
求

め
て「
東
京
集
会
」

脱
闘う決意を表明する石川夫妻

発原
　福島原発事故から３年。被害の風化、
忘却させないため、３月８日〜 15日に脱
原発週間の取組みが行われます。体力と
気力に相談の上、積極的に参加ください。
◎脱原発・大統一行動
【日　時】３月９日（日）13時
【場　所】日比谷公会堂と国会前
◎フクシマ連帯キャラバン行動
【集　合】3月 15日（土）９時 30分
【コース】第五福竜丸展示館集合〜東陽

公園〜永代橋西詰〜日比谷野
音（＊途中からの参加歓迎）

◎さようなら原発集会
【日　時】3月 15日（土）13時
【場　所】日比谷野音〜銀座デモ

謀
略
の

た
め
の

秘
密
戦

兵
器
の

大
雪
の
中
、
旧
陸
軍
登
戸

研
究
所
資
料
館
を
見
学


